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． め 概況  

 

 

蹊学園 1重1「 明治 『』 年 池袋 地 蹊実務学校 創立 起源 現

在 学校 中学校 高等学校 大学 大学院 総 学園 武蔵 市 祥寺

立地 ワン ン 教育 研究活動 行 い 創立以来 創立者中 春 目

指 教育理念 あ 自 的精 涵養 個性 見伸長 目指 独自 人間教育 実

践 数多 人 社会 送 出 い  

 

 現在 大学 中心 私立学校 巻 環境 非常 厳 少子高齢化 18

人口 減少 学校間競 層激 い い 方 大学 学校教育 対

社会 要請 益々大 い 「01『 年 学校教育法 改 各大

学 人 育 ･ ン 教育研究機能 最大限 揮 い

学長 戦略的 大学 営 ン 体制 構築等 改革

求 々 抜 的 教育改革 方向性 提言 い 政府 教育再生実

行会議 議論 踏 え 中央教育審議会 新 い大学入学試験や教育 在 方

提示 い  

 

う 学校教育 対 社会的要請 応え い 私学 蹊独自

価値や教育 質 高 社会 評価 選 学校 あ 学園 学

校 大学 体 総力 結集 様々 教学改革 組 い 「01「 年

学園創立 100 周年 機 学園長制 入 新 ン 体制

整え 学園長 統括 昨年 「018 年 6年間 達 期間 中期計画 中

期 目標 策定  

 

環境変化 激 い 社会 自 課題 設定 解決 向 多様

者 協働 解決 い い 求 う 人 要請

応え 中期 目標 自 課題 見 解決 人 育

ン 掲 実現 様々 策 実 い  

 

「01』 年 頁以降 記載 あ 中期 目標 掲 各 策 組

中心 各学校及 法人部門 計画 業 実 い  
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．中期計画 中期重点目標 つい  

 

学園 「01」 年 6 年間 達 期間 中期 目標 策定

ン 自 課題 見 解決 人 育  

達 確 基礎学力 豊 教養 わ 修得

読 力 文章 書 力 数理 強い力等 醸 自 意見

人 伝え 情報 信力 求 養う 少人数 や

型授業 ン 要 基礎学力 身 利用

法 学 現実 課題解決 体験 実践力 鍛え 必要 あ 留学 異文化

体験 ン ン 経験 ン 活動 社会問題 触

実社会 学 挑戦 環境や機会 豊富 提供 要 う

連 教育 学校 大学 貫教育 中 展開 い 自

課題 見 解決 人 輩出 い 考え い  

現化 化 推 教育 研究 質 向

組織 経営基盤 強化 産業界 地域 連携 柱 各 策

い 達 目標 達 期限 評価指標 評価基準 等 定 ５）（A 適

用 い 「018 年 い 目標 達 う 組 い
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．グ バ 化 推進  

社会 存 個性 揮 人 育 学校 大学

貫教育 中 外国語 ン能力 修得 海外留学 実

体験 裏打 国際感覚 身 や制 充実 図 い

 

● グ バ 人材 育成 ● 英語力強化へ 取組 ● 中高 け 海外学習、異文化体験機会 拡

充 ● 小学校 け 海外学習機会 拡充 ●教育 研究活動 国際化 促進 

 

．教育 研究 質 向上  

社会 求 人 育 真 社会 必要 能力 授 教育 転

必要 あ 学生 生 児童 主体的 学 引 出 卒業時 能力 保証

向 い 教育方法 改善や 改革 組織的 組 い  

● 教育 的改善 ● 成蹊中学 高校生徒 質を保証 教育改革、進路支援等 推進 

● 成蹊小学校児童 質を保証 教育改革等 推進 ● 一貫教育 強化 

● I（T 活用教育 充実 ● 学外 識者 外部評価委員会 設置 

● 教員 教育 研究 専念 環境 整備 ● 教育 研究 評価 ● ツ活動支援 

● 健康的 安全 児童 生徒 学生 生活環境 整備 

 

．組織 経営基盤 強化  

教育 研究活動 展開 い 土 いえ 組織 経営基盤 強化 積極的

組 教学部門 ン 改革 組織力 向 や業務 効率化 務

基盤 強化等 教学改革 推 い 経営資源 基盤強化 図  

● 教学部門 バ ン 改革 ● 内部統制 整備 充実 ● 事務職員 人事制度改革 

●学外 識者 バ ザ 設置  ● IR Instじtutじonal Resear続し 機能 強化  

● IT バ ン 推進 ● 財務基盤 強化 向けた取組 ● 卒業生 同窓会組織 連携強化 

  

．産業界 地域 連携  

課題解決 実践 体験型学習 産業界 連携や ン 立

地 武蔵 地域 連携 強固 ン ン や 型授

業 ン 活動や共 研究 教育 現場 社会 接 多面的 増や い

 

● 企業 適応 た社会人基礎力 醸成 

● 産学連携 共同研究 拡充及び競争的資金 獲得推進  ● 生涯学習機会 拡充 

● 地域社会 連携 推進  ● 学生 ンテ 活動 支援 

● 地域 愛さ 成蹊学園 推進 
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．中期重点目標施策を め 主 事業内容 

 

グ バ 化 推進 

 大 学  

 グ バ 人材 育成 

   「018 年 い 入留学生 』0 増や 在籍者 10％ 当 800

以 海外留学 経験 年間 1,』00 以 学生 分そgせじ上し （しぐ下 Tじmご や

国際交流会館 留学生等 交流 学 国際交流機会 利

用 い 中期目標 定  

   「01』 年 「01『 年 交 留学協定校 増加 推 現在調整中

大学 「 校 大学 1 校 協定 締結 目指 留学派遣

い ン ン 留学 ン 短期留学派遣校 「01『 年 検討

「01』 年 協定締結 「016 年 派遣 目指  

   あわ 「01』 年 以降 人 育 目標 対象 業 検証

大学 派遣生 100 や 蹊国際 録者 対象 英語力

測定 留学希望 無等 調査 検証 「016 年 向 制 改 新

業 検討 行い  

   英語 中心 語学力強化 組 英語及 初修外国語 関

作 公開 「01』 年 以

降 ５）（A 用 い 英語 関 入学 時 全学生

T４分I（-I５ 験 習熟 考慮 編 行う ご-せごぐちそじそg

自 的学修環境や多読学習環境 整備 組 「01』 年 以降 ５）（A

用 い  

 

  教育 研究活動 国際化 促進 

   「018 年 い 外国人教員等 比率 』0％以 外国語

論文 著書 海外研究者 共 研究や国際 ン ン ワ 等 企画

や報告 国際的 研究活動 行 い 教員 比率 80％以 中期

目標 「01』 年 引 外国人教員 採用や教員 海外研修等 充 検討

外国語 教授法 関 切） 講演会 検討 実 国際

的 研究活動 行う教員比率 増加策 い 検討 行い  

 

 中学 高等学校  

学 建学 理念 時代 経 求 的 理念 建

学 理念 心 力 軸 変化 大 い社会 活躍 自

己実現 ン 生 育 目指 特 時代 社
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会 献 視 あ 踏 え 建学 理念 関わ

獲得 力 体的 定 生 人 慈 寄 添い 能

性 大 日々 授業や行 諸活動 様々 機会

え 的 長 い  

 

英語を中心 語学力強化へ 取組 

「01『 年 新規実 英語力検証 GT分（ さぞち STU）分３TS 結果

生 英語 中心 語学力 い 検証 行い 踏 え 詳細

到達目標 定 到達目標達 向 強化 開 着手  

現在高校 「 」 年生 行わ い 外国語 英語 割授業 大 高校

1 年 割形態 授業 行わ 目指 別少人数授業実

生 語学力向  

 

海外学習、異文化体験機会 拡充 

「017 年 長期留学参加者 年間 1』 以 短期留学参加者 年間 』0 以

目指 現在行わ い 加え 中学生 参

加 能 新 立 検討 入 目指 「01』 年 「 現在

校 短期 長期留学制 話 行中

早 「01』 年夏 開始 能性 見込 い 学校

ＳＰＳ 並ぶ 10 ＳＰＳ 様 教

員派遣 能性 あ 中高 是非 い 考え い  

学校交流 形 来校 生 交流や 引

交流 含 国 外 異文化体験 業参加者 1』0 以 目標

以 積極的 国際交流や異文化体験機会 充  

 

  国際バ 請 検討 

校 実 能 教育 ン 考え 中高 校長 委員長

委員会 設置 国際 い 研修や議論 開始 検討

結果 入 踏 出 確 場 学園 協力 得 請作業

 

 

 小 学 校  

英語を中心 語学力強化へ 取組 

卒業前 6 年生時 い 児童英検 答率 80％以 児童 100

人以 あ 外国人講師 対 自 話 い 容 堂々 話

う 目標 「01『 年 実 児童 保護者 意識調査結果 参考
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引 英語 音 ン 増や 環境 整備 ン 力 伸張

図 い  

 

海外学習機会 拡充 

現在実 い 体験学習 い 「01』 年 新 協定校

含 「校 計 」『 児童 派遣 体制 整い 「016 年 8

新 体験 実 定 例年 参加希望数 あ 計 60 程

児童派遣 実現 向 体的 容や 確立  

 

 

教育 研究 質 向上 

 大 学  

教育 的改善 

「018 年 い 学 教育 対 卒業時 学生満足 調査 学 教

育 満足 い 学生 割 80％以 中期目標 「01』 年 主

以 う 容 組  

高等教育開発 支援 ンタ 運用 

   高等教育開 支援 ン 全学的 修学 教育支援 策 企画 実 及 教育

活動 的 改善 推 支援 行う 教育 層 充実 展 寄

I（T 活用 教育 支援 学園 情報 管理及 ン

ワ 用い 教育研究環境 整備 行う 主 任務 い

日 高等教育開 協会 JA分） 証 切） 専門家

あ 専任 准教授 中心 学修 果 測定方法

等 開 学修 入 切） S） 活動 推 高い SA

TA 育 新 検証及 改善 支援等 検討 準備 組 実行

能 時実  

   教員 教育改革 改善活動 対 積極的支援 

学 教育活動 層 活性化 教育水準 向 及 展 図 目的

必要 教育 課題 解決 教育改革 改善 活動

支援 「01『 年 引 経費  

学生 主体的 問題 見 解 見出 い 能動的学修

ン 教育 質的転 求 形態 型

授業 ５B１：５ちぞ一ご続下 Bぐ上ご正 １ごぐちそじそg 奨励 「01『 年 引

型授業奨励金 公募 実 支援  
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  I（T 活用教育 充実 

   「018 年 い 授業評価 ン I（T 活用 授業 学生 満足

学修意欲 向 割 60％以 及 I（T 活用 い 授業

割 60％以 中期目標 「01』 年 教室視聴覚設備 無線 １A３

環境 ワ 環境 整備 的 組 「01『 年 大学

教育 全面的 更新 教職員及 学生 I（T 利用 講習

会等 引 実  

 

  教育 研究 評価 

   「018 年 い 教育 研究活動等 対 評価体制 構築 組織的活用

５）（A 中 体的 改善 向 組 行わ い 中期目標

い 組 学修意欲及 学修 果 向 目的

授業評価 ン い 含 科目 実 開始

「01』 年 「01『 年 結果 基 質問 目 見直 授業担当者

績評価 講評 教員 顕 制 切）委員会等 教育改善

組織的 組等 い 検討  

部質保証 用 い 教員 研究 評価 関 現行 評価

体制 検証 改善 含 ５）（A 体的 改善 向 組 「01『 年

引 実  

教員業績管理 公開 体的 活用方法 検討 大学基準協会

証評価 審 向 準備 行う 「01」 年 「01『 年 行 学

習院大学 相互外部評価 後 あ 方 い 検討  

 

   中学 高等学校  

現在 い 活動支援 教員 教育 研究 専念 環境 整備

諸活動 加え 以 目 い 特 年 目 考え 実現 能

体的 改革案 検討 組  

学力向上 全人教育 

 昨年 始 指 補習制 充実 図 学習習慣 定着や適

荷 学習 確保 い 体的 方法や 位層 生 知的好奇心 満

足 体的 方法 い 検討 行い 中高 年間 通 体的

意識醸 ン 策定  

 

進学実績 向上 

   生 個性や才能 育 彼 い知識 自 路

決定 多様 路希望 実現 う 最大限 旧制高校
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伝統 学校 あ 踏 え 1重重0 年代並 学実績 目指 現役志向

増加 現状 対応 体的 対応策 い 的 検討

工夫 含 海外大学 学希望者 体的 案 い

検討  

 

学び 変化へ 対応 

学 外 研修 通 教育界 動向や 校 状況 い 以

情報 集 共 変化 学 形態や大学入試改革

い 情報 集 在校生 保護者や 験生 対

各部署 通 適 情報 信 目指  

 

新 ュ ム 

 「01」 年 入学生 学年 行 実 い 新 年 年目

迎え 応 完 迎え 高校 「 年生 来 部選択制 い 数学 英

語 い 6時間 必修 文系 理系 選択 種類

減 全員 共通 習得 容 充実 図 い 大学入試改革や学

形態 変化 対 情報 集 含 後

充実 行え う 検証や工夫  

 

行事 見直  

 昨年 開始 中学 唱祭 い 必要 あ 工夫

中学 「年 夏 学校 い 現在暫定的 実 い 志賀高原 新 場

所 新 い 実 目指 引 検討 中学 授

業見学会 中学 1 「 年生 中学 」年生 大 保護者 対 学校

公開 機会 広  

 

そ 他 

 最新 I（T 教育環境 整え 生 ン 教室 利用増大や各教室

無線 １A３ 整備 向 組 実 震災 火災 想定 年 回以

防災訓練 実 授業や 活動中 怪 防 積極的 原因 析 い

防 啓蒙活動や早期 見 健康的 安全 生 生活環境 整備

向 組 実  

 

   小 学 校  

自立 連帯 創造 教育目標 現化 新 い教育 策 教師 自

専門 活 教科 学年 全 教師 担当 学
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年 完全教科担任制 』 年 6 年 実 組 果 課題 更 検討

「01『 年 実 学校保護者 対象 識調査 結果 踏 え

学校教員 識 把握 体的 見 課題 解決 学校教育 質

更 向 向 組 推 年 6 学校創立 100 周

年記念 授業実践 公開 実 公開研究会 重 教科 公開授業

後 授業検討会 各教科 科会 等 外部 教育関 者や専門家等 講評

や指摘 体的 改善 い  

 

南小学校 教員交換事業 200【 年度 実施  

教員交 業 「011 年 約 1ヶ 間 長期 研修 実 う

「01』 年 蹊 学校 創立 100 周年 迎え 教職員 丸

関連 行 意義 い 考え い 「01』 年

短期 研修 う 計画 い  

短期研修  

南 教員 …」 16 日 水 卒業式 

蹊 教員 …「 18 日 木 ～「0 日 土 学習 表会 

 

   学 園  

一貫教育 強化 

学校 大学 祥寺 ワン ン 位置 学園 利 活

貫教育 組 い 社会 存在 知 目標

基 方針 確立や体制 整備 行い 各 組

い 学園広報 学園広報 与ご継 ン 学校 H５や学園 切B等 既存 媒体

加え 現在設置準備 い 学園 H５ 貫教育 い 情報

信 中高大 教員 構 英語教育 去

年間 各学校 目指 英語教育 達 目標 懇談 「01』 年 実現

向 組 課外活動 い TA ン 活動

高大連携 多方面 人的交流 蹊学園独自 貫教育 多方面 推

い  

 

 

組織 経営基盤 強化 

   大 学  

教学部門 バ ン 改革 

   「01『 年 学校教育法 改 及 蹊教育再生検討委員会答 基 「01』 年

実 目指 全学的 教学 ン 改革 検討 行い 体的
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学長選考方法 改善 大学 役職及 会議体 権限 専決 明確化 適

迅 意思決定 構築 い 検討 規則整備 行い 「01』

年 い 新制 初 学長選考 実 体

的 用手 検討 実 臨 学校教育法改 基 新

意思決定 用 程 い 時課題 把握 改善 組

い  

「01『 年 大学基準協会 第 期 証評価 視 入 新 部質保証

用 開始 「01』 年 「01』 年 「016 年

年間 亘 実 証評価 対応 体的 報告書作 実地調査 準備

等 組 い 学習院大学 相互外部評価 い 各々 評価

「01『 年 巡 「01』 年 い 相互外部評価 向 協定締

結や実 容 い 改 学習院大学 協議 後 実 方法 い 検討

行う い  

 

  IR (Instじtutじonal Resear続し) 機能 強化 

「017 年 い I７ 機能強化 I７ 構築 析

果 多 部署 大学 部質保証／ 検 評価 記載 利用 ５）（A

活用 い 中期目標 「01」 年 加盟 大学 I７ ン

学生 ン 「01』 年 い 実 学 ン 結果

ン 参加大学 結果 比較 析 行い

ン 学生調査 実 析 学 卒業時 学生

ン 実 学 各部署 必要 情報 集 整理 活用方法 検討

等 向 検討や準備 行い 時実行 い  

 

    私立大学等改革総合支援事業へ 取組 

   大学力 向 私立大学等 組織的 体系的 組 大学改革 基盤充

実 図 経常費 設費 設備費 体 的 支援 私立大学等改

革総 支援 業 補 金 対 学 請 う 建学

精 生 大学教育 質向 教育 質的転 及 特色 揮

地域 展 層的 支え 大学 地域 展 選択 昨年 引

採択 い 武蔵 市 間 「01『 年 包括的連

携協定 締結 大学 地域連携 地域 献推 委員会 設置 「018 年

採択 目指 体的 計画的 組 検討 着手 い

「01』 年 い 支援 業 後 動向 見据え 各々 基

必要 改革 改善 積極的 組 い  
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   中学 高等学校、小学校  

教学部門 バ ン 改革 

中学 高等学校 い 昨年 明確化 図 い 校 意思決定

規則化 教職員 周知 徹底 理 会 設置 蹊教育再生検

討委員会 い 校長 強化 両校 教学

ン 改革 検討 行い  

 

小学校創立 100 周年記念行事関連 

「01』 年 学校創立 100 周年 迎え 伴い 」 年間 計画 準備

諸記念行 意義 確実 遂行 い 年  

学校創立 100 周年記念 編纂 

史 いう 大 年計画 編纂作業 完

10 定 段 入 史的資料 作 いう意味

寧 作業 価値あ い 考え い  

学校創立 100 周年公開研究会 

 日 時：「01』 年 6 「0 日 土  ： 蹊 学校 

  容：研究授業 後教科研究会 全体会講師 渡辺和子氏 講師 学校全体

研究 報告等 

対象者：来賓 教育関 者 校旧教員 

   100 周年記念 ン ン 設置 

    日 時：「01』 年 1 学期 

    場 所：松林館入口前 ン ン 山 ン ン  

   全児童対象 鑑賞会 

    日 時：「01』 年 重 10 日 木  ：都 劇場 

     容：劇団四季 演目 ン ン  

   子 講演会 ５TA 教養部主催  

    日 時：「01』 年 「 学期 ：学園大講堂 

     容：卒業生 著 方 定 

   学校創立 100 周年記念式  

日 時：「01』 年 11 「8 日 土 10 時～ ：武蔵 市民文化会館 大  

 容： 校行 紹 児童 踊 や 唱 表現活動等 

対象者：来賓 卒業生 在校生保護者 校現 旧教職員 

   学校創立 100 周年 賀会 

日 時：「01』 年 11 「8 日 土 1」 時～ ： 祥寺第  

     容： 辞 校教育活動 紹 懇談等 

    対象者：来賓 卒業生 校現 旧教職員 
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   学 園  

内部統制 整備 充実 

「01『 年 作 行動規範 ン 外 公表 周知徹底 新

ン ン 推 体制 滑 立 効果的 用 情報 規則

用 関 必要 各種細則類 整備 用状況 ン 防災

即 避難訓練 励行 推 目標年 あ 「01』 年 い 用状況

確 備 対応 図 い  

 

学外 識者 バ ザ 設置 

学園 教育理念 基 教育 研究 質的改善 実現 教学改革 い

学園長 対 答 提言 行う 主 目的 「01」 年 学外 識者

設置 年 学園 設置 委員会 委

員参画 含 教学改革 関 要課題 い 提言等 社会

向 学園 教育理念 信 講演会や 談会等 企画 実  

 

  事務職員 人事制度改革 

将来 経営層 担いう 能 人 育 各自 能力 意欲向 向 人 育

策 滑 用 目標 ン 職層

職層 職層 対 業績評価 処遇 映 開始 加え

評価状況 踏 え 評価制 Ｐ Ａ 見直 図

改善 組  

 

IT バ ン 推進 

情報 故等 対 規則 ン 危機対応

策定あ い 改訂 適 用 体制 構築 最近

術動向 踏 え IT投資計画 時見直 全体最適化 図 戦略的 設備投

資 い  

 

  財務基盤 強化 

学園 務基盤 磐石 う 昨年 新 経費削減計画 策

定 実 入源 確保 的 組  

 

  卒業生 連携強化 

『 定 い ン 蹊桜祭 う 学園 卒業生及 卒業生

士 交流 更 深 い ン 開催 い 「01『 年 実

S３S 活用 信 更 強化 い  
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  学園史料館 改修 

学園史料館 創立者中 春 教学 理念及 学園 史 明

建学 精 高 図 学園 展並 学生 生 及 児童 教育

展 寄 目的 1重88 年 設立 「01』 年 学園史料館

蹊教育 価値 外 広 伝え 改 位置付 機能 強化

目的 工 等 老朽化対応 含 展示室周 中心

改修工 行い 重 工 完了 10 中旬 目途

ン 定 い  

    

  戦略的広報 推進 

   蹊教育 理念 各学校 う 実践 い 中心 積極

的 広報展開 蹊教育 独自性 優位性 社会 信 い  

   大学 教育改革 中心 組や特徴 学生 活動 信

「01」 年 始 Y４２IU７I ４３１I３分 新聞社 新聞社 Wご継

媒体 通 ン ン 広報 中高 新 教育 試 や

学校創立 100 周年 機会 捉え 広報 展開 い  

 

 

産業界 地域 連携 

 大 学  

企業 適応 た社会人基礎力 醸成 

学生 企業 適応 社会人基礎力 向 産学連携 人

育 あ 丸 研修 ２BT 「01』 年 実

参加者 学 問題解決力や 学ぶ準備研修 第

線 働 企業 方 講師 企業 あ 提示 課題 い

ン ンや討論 行う丸 研修 企業 実際 現場 行わ 課題解決型

ン ン 実習 経 最後 企業 担当 方々 招 学生代表 果

表等 行い 中期 目標 「017 年 参加企業 参加学生 満足

80％以 参加学生 卒業時 路決定率 重』％以 達

「01」 年 時 到達 い

断 力 あ 特 企業 参加 協力 社会情勢や環境変化等 大

響 状況 あ う 背 い 「01』 年 前年 良好

状態 維持 効果的 目指

参加企業 連携 緊密 容 工夫 実 日程等 調整 図 安

定的 用 組 行  
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産学連携 共同研究 拡充及び競争的資金 獲得推進 

   「018 年 い 産学連携 共 研究 推 支援 体制 明確

共 研究 活 行わ い 及 科学研究費補 金 代表 競 的

資金 対 積極的 請 行わ い 中期目標 「01』 年 共 研

究 充 向 企業 ン 図 推 支援体制 整備

組 競 的資金 請 活性化 体制整備や情報 集 周知

行い  

 

生涯学習機会 拡充 

   「018 年 い 社会人 生涯学習機会 充 対 対応策 検討

計画 体的 組 行わ い 中期目標 「01』 年 社会人聴

講生 や社会 把握 聴講科目 見直 や 聴講

設定 修了者 学独自 称号記 付 蹊 「016

年 用開始 向 準備 い  

 

地域社会 連携 推進 

   「01『 年 武蔵 市 包括的連携協定 締結 伴い 武蔵 市や商店街

地元企業等 共 や ン 活動 活 展開 い

「01』 年 記 組 地域 課題解決 向 関 機関等 ワ 作

推 課題解決 組 構造化 検討 行い  

 

  学生 ンテ 活動 支援 

「01『 年 学生及 教職員 ン 地域 社会 献並

地域交流活動 対 意識 高 図 学生及 教職員 行う ン 活動等

組織的 支援 目的 ン 支援 ン 設置

「017 年 い ン 活動経験 あ 学生 割 」年 後期修了段

い 』0％以 中期目標 「01』 年 「01『 年 引

ン 活動参加 多様 業や広報活動 行う

東日 大震災被災地 実 計画 い  

 

   各 学 校  

  地域 愛さ 成蹊学園 推進 

各校 通う児童 生 学生 向 真 地域 愛 学園

目指 大学 2014 年 策定 教育実行計画 基 新入生

ン ン 教育 実 や欅並木 立哨 体育会主務会及 文化会
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集会 呼 等 行 い 中学 高等学校 朝礼等 指

的 実 生 地域清掃 地域 献活動 実

学校 い 朝会等 い 注意喚起 行う 良い行い い 積極的

奨励 保護者 方々 理解 協力 得 生 自主的 向

 

 


